平成26年度 第10回 大阪府建設事業評価審議会
　
次　　第

日　時：平成26年12月19日（金）14時30分～17時
場　所：大阪赤十字会館　４階401
議　　　題
１　審議対象事業について
２　意見具申（案）について
３　その他

資　　　料
資料１　　：　追加説明資料（第５回審議会での審議実施事業）
資料２　　：　事前評価審議案件概要及び事務局確認内容

資料３　　：　意見具申（案）

参考資料　：　平成26年度意見具申（平成26年7月8日）
■意見具申（素案）の加筆・修正点

	
	箇所
	修正前（指摘事項等）
	修正後

	1
	p.5　19～20行
	また、現校舎の耐震改修を行わずに、建替えにより耐震化を行う理由について説明を求めた。
	また、現校舎の耐震改修ではなく、建替えにより耐震化を図る理由について説明を求めた。

	2
	p.5　24行
	・・・耐震改修と併せて長寿命化を施す必要があり、・・・
	・・・耐震改修と併せて長寿命化を実現するための工事を施す必要があり、・・・

	3
	p.5　27～34行
	また、・・・・・
	また、建替えと耐震改修の費用の比較について、耐震改修では30年後の建替え費用を含めているのに対し、建替えでは、次期建替え費用を含めずに算定していたため、同一の条件で比較するよう求めた。

これに対し、いずれの場合でも、将来的に発生する建替え費用を含めて算定し、それぞれ現在価値に換算して比較したところ、耐震改修する場合（約69億円）よりも建替えする場合（約60億円）の方が経費を縮減できるとの説明を受けた。
　なお、・・・・・

	4
	p.6　2行
	建替えて新庁舎を整備する・・・
	建替えにより新庁舎を整備する・・・

	5
	p.6　4～5行
	第二方面警ら機動隊員
	第二方面機動警ら隊員

	6
	p.6　10行
	別館庁舎の延床面積は398㎡で、建替え後の新庁舎の延床面積は約2,500㎡・・・
	現在の別館庁舎の延べ床面積は約400㎡で、建替え後の新庁舎の延べ床面積は約2,500㎡・・・

	7
	p.6　13～21行
	これに対し、第二方面機動警ら隊は、「警察署建替え基準」に基づき定員75名から算出した約1,900㎡が必要であること、淀川警察署は、同基準に基づき、本館庁舎建設当時からの増員86名分から算出した約1,100㎡に別館庁舎で使用している面積約300㎡を加えた約1,400㎡から、第二方面機動警ら隊が本館庁舎で現在使用している面積約800平方メートルを差し引いた約600㎡が必要であるため、新庁舎は合わせて約2,500㎡の延床面積が必要であるとの説明を受けた。
	これに対し、第二方面機動警ら隊は、「警察署建替え基準」に基づき定員75名から算出した約1,900㎡が必要であり、淀川警察署は、一定の狭隘化の解消を図りつつ、機能分散の回避や府民の利便性に配慮するため、本館庁舎の延べ床面積約3,600㎡に加えて最小限の面積を確保する必要があるとの説明を受けた。

	
	※意見具申（素案）の加筆・修正箇所は下線、削除した個所は取り消し線を付しています。


